
（様式５）

「ラグビー教育レガシー推進事業」

事業実施報告書

学校名 磐田市立豊田北部小学校

担当者名 大橋 宏海

１ 選択コース Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ

２ 実施日 令和4年10月12日（水）

３ 実施対象者

（学年･人数 等）

６年・９７人

４ 取組内容 「キャリア教育」の観点での講演会

ラグビー交流・体験

５ 取組成果

課題

反省等

講演では、キャリア教育として、プロのラグビー選手の話を聞く

ことができ、将来の自分について考える一助となりました。

交流では、プロの技を見ることで、１１月から始まるタグラグビ

ーの学習への意欲が高まりました。

体験では、ラインアウトやタックルの体験をすることで、プロの

選手のすごさを実感し、ラグビーやプロスポーツへの興味を深め

ることができました。

７ 県教委への

要望や意見

大変良い取組をありがとうございます。

交流をさせていただき、また教具の購入もしていただき、ありが

たかったです。

今回は６年生だけの参加となりましたが、他の学年からの要望も

ありました。なかなか難しいと思いますが、一校の回数を増やし

たり、ⅠとⅡの両方をさせていただけるなどできると、もっとも

っと多くの子供たちの刺激になっていくと感じました。

８ 事後アンケ

ート

以下の問いについて該当するものに〇

（１）児童生徒のスポーツへの興味・関心が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（２）児童生徒の体力が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（３）来年度もこの事業を活用したいと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

＜実践テーマ＞

Ⅰ 静岡ブルーレヴズ・講演会及び交流会

Ⅱ 静岡ブルーレヴズ・タグラグビー等実技指導

Ⅲ ラグビー部、タグラグビークラブ等活動支援


